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作 品〈 翔〉 に つ い て

野　 口　 益　 代

　 1987年 の館が明けて しばらくたった頃,3月 に卒業する人達から,秋 に完成

予定の学生会館に,卒 業記念品として彫刻の作品を贈りたいという相談を受け

た。テーマは親和女子大学がますます発展することを希望して〈翔〉にしたい

との由。

　それ以後,私 の頭にはく翔》 のイメージを 求めてさまざまな形が 浮んでは
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　コ

消え,浮 んでは消えしていたが,決 定的にこれというイメージを定着で きない

でいた。　　 そして数ヵ月　 　　木 曽に面白い木があるという。

　木曽の自然を背景にしてかなり大 きな材木置場で見るその木は巨木 とは言い

がたいが,直 径約1メ 一トル,樹 齢400年1は たっているという松の木で,人間

に喩えれば100歳 を越 えるらしい。都会の松の木はいざ知 らず,木曽 の美 しい

水と空気が松の寿命を全うさせるのだろう。そ しておそ らく深い深い谷間で風

雪に堪えなが ら僅かに差す太陽を求めて真直 ぐ伸びたと思われる。節 もなく実

に素直に伸びたその木は,根 元あたりから2メ ー トル60の 長 さで切断 され,横

たわっていた。私が制作用に出会 った最大の木だった。ただあまりにも樹齢を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ふ.

経てい るため に,ほ とん どの大 木がそ うであ るように,こ の木 も中 は腐けて大

ア リの住 家に なっていた。 中が詰 まっていれば2ト ンはあ るとい う木 なの に腐

けた所を掃除 して,何 万 匹 とい う大 ア リに退去 して もらうと約850キ ロにな っ

た。 中空 とな って横 たわ っている木を起 して,ぐ るりを回 り,近 くか ら,遠 く

か らこの木を眺 めると,確 かに興 味をそそ る木 だ った。そ して決めかねていた

〈翔〉 の イメ ージ が その木 に出会 った ことによ って私 の頭を離れ,木 の中に現

実 の もの と して見 えて きた。

　大 らかに,自 由に,踊 り,躍 動 す る女人3人,羽 搏 く鳥,駆 ける犬,そ して回灯

籠 と透 し彫 り。 我なが ら楽 しい イメージであ った。 おかげで厳 しい肉体労働 と

い くつかの壁にぶ ちあた りなが らも,何 とか イメージを形にす るこ とがで きた。

　写 真 を プ リン トして もらった店 の主人が,ふ と写真 を見て 「平和 とい う題で

すか」 と。　 　 私 は嬉 しか った。

〈翔〉 とい うテ ーマではあ るけれ ど,常 日頃の私 の心めつぶや きは,〈 自由〉

と〈平和〉,〈 自由〉 と〈平和 〉で あ り,き らにはその向 こうのく遥かな る も

の〉 を求 める心 なのです。
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